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全国道路施設データベースの整備について

課題
背景

○ 道路施設の定期点検については、2巡目に入り、道路管理者ごとに様々な仕様で膨大な点検・診

断のデータが蓄積されている

○ デジタル化やAI技術の進展を踏まえ、データを活用した新技術により効率的な道路の維持管理の

実現可能性があるが、データを活用できる環境が整備されていない

対応
方針

○ 蓄積されている道路施設の点検・診断データを、道路施設ごとにデータベース（ＤＢ）化してAPIによ
り共有することにより、一元的に処理・解析が可能な環境を構築

○ データベースについては可能な限り公開し、各研究機関や民間企業等によるAI技術などを活用し
た技術開発を促進することにより、維持管理の更なる効率化を図る

基礎ＤＢ

道路橋
ＤＢ

トンネル
ＤＢ

附属物
ＤＢ

舗装
ＤＢ

土工
ＤＢ

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

基礎データ
諸元、判定区分、
措置着手状況等を
想定

詳細データ
部材毎の点検結
果、修繕履歴等

ＤＢを活用して効率的な維持管理を実現

点検データベース（イメージ）
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全国道路施設データベースの整備について

○ 全国道路施設データベースは、基礎的情報を保存する基礎DBと各施設ごとのDBで構成
○ 令和３年度中に整備を実施、令和４年より運営開始を予定
○ データは可能な限り大学・研究機関や民間企業等へ公開

ＡＰＩ

基礎DB

• 位置（緯度・軽度）
• 路線名
• 管理者名

• 完成年度
• 点検実施年度
• 判定区分 等

道路橋DB

• 上下部構造形式
• 上下部使用材料
• 径間数、支間長
• 適用示方書
• 部材毎の損傷の有無、
種類、程度 等

附属物DB 土工DB

• 落石重量（シェッド）
• 内空幅・高さ

（カルバート）
• 変状のある部材
• ブロック番号
• 変状の種類 等

トンネルDB

• トンネルの施工法
• トンネル等級
• 土かぶり
• 変状・異常個所数
（漏水、外力、劣化）

等

舗装DB

ＡＰＩ

ＡＰＩ

ＡＰＩ

ＡＰＩ

【（一財）日本みち研究所】

【（一財）日本みち研究所】【（一財）橋梁調査会】

【（一社）日本建設機械施工協会】 【（一財）国土技術研究センター】

【（一財）土木研究センター】

※ 【DB管理運営団体】

• 横断歩道橋の昇降形式
• 標識・照明の支柱形式
• 変状のある部材
• 変状の種類
• 部材単位の評価結果 等

• 設計CBR
• 舗装の種別・構成
• 健全性診断区分
• 点検結果（ひび割れ、IRI等）
• 措置の履歴 等
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点検～修繕計画作成までの全国道路施設データベースの活用（案）

道路管理者 国交省

現地点検
（タブレットに入力）

点
検
調
書

健全性の診断
年報公表
予算配賦

点
検
結
果

点
検
調
書

診
断
結
果

判
定
結
果
・
修
繕
計
画
を
入
手

修繕計画作成

類
似
損
傷
・

修
繕
実
績
情
報

修
繕
計
画

予算

劣
化
予
測
・

修
繕
費
用
推
計

高速会社
ＤＢ

○○県
ＤＢ

○○市
ＤＢ

施設毎のデータベース

ＡＰＩ ＡＰＩ ＡＰＩ

重複入力を排除

○データベースを活用し、アプリやＡＩ技術の開発等、維持管理の効率化・高度化に資する技術開発を促進

例)現地で過去の
点検データを検索

維持管理の効率化・高度化に資するアプリケーションの導入

例)画像AIによる
診断を支援

例)劣化を予測して
修繕費用を推計
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国土交通データプラットフォーム

ＡＰＩ



令和４年度以降の取組み

○ 道路施設DBは、全国の道路施設の諸元・点検結果等を一元的に収集するシステム
○ 効率的な道路の維持管理のためには、民間開発のアプリケーションとDBを一体で活用することが必要
○ 道路管理者へのアプリケーションの活用を促進するため、DB管理運営団体でアプリケーションの機能等を
取りまとめ、カタログ形式で公表

アプリ開発者

画
像
認
識AI

確認したい変状の写真

AIによりDBから

類似画像を出力

～点検結果を効率的に入出力～
～維持修繕計画の最適化～

供用期間

管理方法②

機
能
健
全
性

管理方法①

管理方法①

トータルコストを比較

管理方法②

修繕のタイミングと修繕費を推計

道路橋
DB

前回点検結果を
現場で確認

点検結果を
現場で入力

DB管理
運営団体

道路管理者

API利用申請

API利用承認

使用料

道路橋
DB

～健全性の診断を支援～

アプリ販売

アプリケーション
カタログカタログを活用して

使用するアプリを選定

アプリの機能等を
カタログ形式で公表
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【アプリケーション活用の流れ】

【期待される導入場面の例】


